
学校と保護者そして地域をつなぐ 令和４年１１月３０日 №４３５

学びのＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）とは？
校長 畠山 博次

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）という言葉をご存じ

でしょうか？ 新聞、雑誌、テレビ、ネットニュースなどでご覧に

なった方もおられると思います。

ＤＸは２００４年にスウェーデンのエリック・ストルターマン教

授が提案した考えで、「進化したデジタル技術が人々の生活をより

良いものへと変革すること」を意味しています。

現在、多くの企業がＤＸを推進し、働き方そのものが変化してき

ました。そして、学校現場にもＤＸが広がり、進化したデジタル技術で学びをより良い

ものにしようという動きが加速しています。

実際、日本全国で学びのツールとしてタブレット端末を使えるようになっています。

これは文部科学省が推進する「ＧＩＧＡスクール構想」という取組によるもので、全て

の子どもたちをグローバルで革新的なスタート地点に導き、学びのデジタル化を進める

ことを目的としています。

実は、このような動きは他の国々では２０年ほど前から始まっており、日本はかなり

出遅れている状況です。

しかし、今の子どもたちは幼いときからゲーム機やスマートフォンなどの最先端のデ

ジタル機器を使っているデジタル・ネイティブです。ですから、日本でも間違いなく「学

びのＤＸ」を進めていけるはずです。ただし、その実現のためには条件があります。そ

れは、デジタル機器を使いこなしている子どもたちが、これからは「遊びのツール」と

しての使用から「学びのツール」としての使用へと意識をシフトすることです。

「学びのツール」としてのデジタル機器の使用は、まだ始まったばかりです。使い方

には無限の可能性があります。「こういう使い方はできないだろうか？」「こうすれば楽

しく分かりやすく学べるのではないか？」といった方法を

子どもたち自身が考えて実践してほしいと思います。

私たち教職員も学校として「学びのＤＸ」を進め、

教育の質の向上を目指します。それが学力をはじめと

する様々な資質・能力の着実な育成に必ずつながるも

のと信じています。
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日 曜日 学 校 行 事 等

１ 木 中：期末テスト

５ 月 中３文協テスト

６ 火 ALT 研修日

７ 水 小６集合学習 PTA役員会

９ 金 書初め競書会

１２ 月 授業参観 学校評議員会

１３ 火 職員会議

１５ 木 ALT

１６ 金 全校朝会

２１ 水 クリスマスレク

２２ 木 ２学期終業式

２３ 金 冬休みスタート（1月17日（月）まで）

２３ 金 中：（午前）学習会 （午後）部活

２６ 月 中：（午前）学習会 （午後）部活

２７ 火 中：（午前）学習会 （午後）部活

２９ 木 学校閉庁日（1/5日（木））まで

※３学期開始は１月１７日（火）です。

１１月１０日（木）と１１日（金）に、中２の２人は

稚内市にある「御菓子司 小鹿」さんに職場体験学習に

行ってきました。２人はお店の方から、温かく熱心なご

指導をいただきながら、貴重な２日間を過ごしてきまし

た。活動中は、初めての経験に緊張や戸惑いの表情を見

せながらも、精一杯仕事に取り組んでいる様子が見られ

ました。また、「疲れたけど楽しかった」「仕事の大変さ

がわかった」などと笑顔で語る生徒たちの様子から、充

実した活動であったことを感じることができました。こ

の体験が、働く意義や目的に対する理解をさらに深め、

自分の生き方や将来の目標を考えるきっかけになるこ

とを願っています。

11月１日（火）の児童生徒会会長・副会長の任命式・所

信表明演説を経て、１７日（木）には児童生徒の「国会」

にあたる児童生徒総会が開催され、後期活動計画が全体で

承認されました。新書記局は児童生徒会長 、同副会長 の

新体制で船出。さらに、「よろず委員会」委員長 、副委員

長 が委員会を運営。今後、承認された計画に沿って各委

員会の取り組みが進むことになります。

※よろず委員会の「よろず」とは、学校に関するお仕事を何でも行います。 という意味です。

１１月１３日（日）、中３年の部活動を締めく

くる「バドミントン部納会」が行われ、村井家、

柳生家、渡部家と顧問の三原先生、滝ヶ平先生が参加しました。保護者・生徒・顧問でペアを作

り、ダブルスで交流試合を行いました。コロナ禍の影響で長時間の交流や食事などはできません

でしたが、参加者全員、爽やかな汗を流していました。中３年の２人のみなさん、２年半の間、

大変お疲れ様でした。進路実現に向けてなお一層頑張ってください。


